



Lectures on the Duties and Qualifications 















































この流動体 ［ 空気 ］ の本性と種々の固有性に精通しておくことは当然のことで
ある。この知識は、空気力学（pneumatics）という科学を構成している。自然哲学















































































































































































































































































































































































































１　底本は、The Works of the late John Gregory, M. D. 4 Volumes （788年）. 中の Volume 3: 
Lectures on the Duties and Qualifications of a Physician （770年 , pp.8-6.）である。本
文確認のために、次の文献も参照した。Laurence B. McCullough  (ed.),  John Gregory’s 
Writings on Medical Ethics and Philosophy of Medicine, Kluwer Academic Publishers, 
Dordrecht, 998.　なお、今回の翻訳から、755年に刊行された Samuel Johnson の著名な
英語辞典をも参照文献として加えた。本文中のイタリックの箇所は、「　」でくくった。
ただし、大文字で始まる Nature も「　」でくくった。底本と McCullough の本文との相
違については、重大だと思えるもの以外はいちいち指摘しない。

















７　この箇所、テキストでは the name of Theories となっているが、McCullough の本文では
the same Theories となっている。ここは意味の整合性を考え、テキストの方が正しいと
判断し本文のように訳した。McCullough 前掲書9頁を参照。
８　見出しには「植物学」とこの見出しの間に、「自然誌（natural history）」という見出しが
あるが、該当箇所が見当たらないので省略した。
９　Georg Ernst Stahl（660-734）のこと。ドイツの化学者、医師で、包括的な燃焼理論、
すなわち、フロギストン説を初めて打ち立て、その後の化学思想に大きな足跡を残した。
生理現象と化学作用の深い結びつきを信じ、健康と病気を身体の生命力にもとづいて理解
しようとした。（以上は、ブリタニカ国際大百科事典とマッカローの注からまとめた。）
0　Aulus Cornelius Celsus は１世紀ごろのローマの著述家。『大百科全書』を著わし、その
うち『医学について（De medicina）』のみが残存している。478年にフィレンツェ版が
刊行されて以来、ルネサンス期にヨーロッパでもっともよく読まれた医書の一つのとなっ
たとされる。（以上は、ブリタニカ国際大百科事典からの要約。）
